
第2学年
2月22日

1 活動名たいりつをじぶんたちでかいけつする

2 活動について

毎朝のサークル対話を通して,肉分の話を聴こうとする他者の存在を感じながら自分自身を語ること,

相手に訊いて言葉の意畩の共通了解を図ることを蔵み重ねてきた。安心して語り,相手とのことぱのズ

レに気付いて表したいことにふさわしいことぱをつむぎ合うこの秘み重ねは,意見を表明する力を身に

付けた市民を育てることにつながっていくと老える。

子どもたちは,1年生の後半から,ピースフルスクールプログラムを基にした学習をし,自分の慧見

をもっこと,それが周りの意見と異なっていてもよいこと,蝋ヅ剣辯は嫌だと言うことは悪いことではな

いということを学んできた。

1年生後半の半年問ビースフルスクールプログラムを基にした学習を経験した子どもたちは,嫌な思

いをしたときに「どうして~するの。」と尋ね,怒りをおさえながら対話で解決しようとしている。しかし,

それはうまくいかない時もある。思いや出来事が1年生の時より複判獄こなっているためもあるだろう。

2年生の後半から始めたビースフルスクールプログラムを基にした学習では,意見が違っても敵では

ないこと,いじめとからかいの違い,怒りと付き合うことなどについて学んできた。本活動では,1年

生の時の学習の稍み重ねの上に立って,子どもたちの実態に合わせた対立の解決の方法を考えていく。

自分の中にある負の感清を認め,言語化し,他者に伝えられるように,そして,他者が発Lた負の感

情を受け止められるようになってほしい。それらの方法に明確なーつの答えはないが,子どもたち白身

が芳え続けることが大事である。

本時は,自分たちで対立を仲裁するにはどぅしたらよいかを,子どもたちの生活の中で起こりそうな

例を用いた立ールプレイや話し合いを通して,考え,話し合っていく。仲裁する人の働きを考え,2午

3組の舛嘖戈のステッププランを作る。仲裁のステッププランの例としては,次のようなことが老えられる。

1 お手伝いしましょうか。 2 何が起こりましたか。(子ども 1) 3 何が起こりましたか。(子ども

幻 4 つまり~ですね。 5 どうや0たら解決できるのでしょうか。 6 それに贅成しまtか。

他の解決方法がありますか。(子ども1) 7 それに贅成しますか。(子ども2) 8 話し合い 9

では,~。 2人ともそれに賛成でtか。 10 解決したことを肯定的に認める。

3 学習活動計画(6時間目/全8時間)
(1時間)例を出L合いながら,けんかと対立の違いを理解する。

3色の帽子を使いながら,対立をどうやって解決tるかを考える。 (2時間)

(1時間)ウィンーウィン解決を知り,お互い力泳斯昇のいく解決のしかたを考える。
(2時問)対立の原因を考え,話し合う。
((本時1時間勵/2陪哘打)自分たちで仲裁する方法を考える。

4 本時の活動について

(1)本時のねらい

自分たちで対立を仲裁する方法を口ールプレイや話し合いを通して老えることができる。

(2)予想される本時の展開

「みがく」学習指導案

(木)町砦D室 9:00~9 40

授業者藤枝真奈

始まりのアクティビティを行う。
今日学ぶことを知る。

自分たちで対立を仲戴する方法を学ぼう。
ロールプレイから仲裁tる人の働きを考え,
2年3組の仲裁のステッププランを作る。
学習をふり返る。

主な学習活動と子どもの姿
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0実際に自分たちが使いやtく,納得できるステッ
ププランになるようにする。

0宙分の経験やこれからとつなげて考えることを
促す。

留
゛せf-

,巨'1、

95

占

冨
一
冨

一
一

ヨ

1
2


